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西部地区社協だより 
回覧 

 

第２９０号 ２０２３年５月号 

西部地区社会福祉協議会（西部福祉センター内） 

TEL７２－６６１６ FAＸ７２－６６１０ 

題字：安城西中学校 美術部 神谷 陽南さん 

３６５日 みんなでラジオ体操！ 

二本木連合町内会では、町内にある５か所の公園等で、毎朝６時３０分からラ

ジオ体操を行っています。この取り組みは、「住民の健康維持のために、何か町内

でできることをしよう」と令和 2 年９月から始めました。早朝の清々しい空気の

中で一日が始まります。参加者からは、「毎日参加しているから、朝は自然に目が

覚めるようになった」「毎日続けていたら体が柔らかくなった」と好評です。夏休

み期間中は子どもたちの参加もあり、にぎやかです。 

二本木地区コミュニティセンター駐車場にて 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活支援ネットワーク会議～まちづくり編～ 開催報告 
 

 3月 1日（金）に、サロン活動者の皆さんにお集まりいただき、生活支援ネッ

トワーク会議を開催しました。 

昨年度のこの会議において、サロン活動の「参加者の固定化」が共通課題とし

て浮かび上がったため、その課題に取り組む先進事例から解決に向けてのポイン

トを学び、参加者同士で意見交換しながら、自分たちにできる具体策を検討しま

した。 

はじめに、SNS を活用した広報や男性の参加を促すための工夫など、愛知県

内で行われている取り組みの紹介があり、その後、参加者は自分たちの取り組み

を紹介しながら意見交換をしました。 

 今後も定期的に会議を開催し、地域の課題について話し合い、新たな協力者の発掘

や活動の発展につなげていきます。 

LINEの公式アカウントを作り、

サロンの様子が分かるように写

真を添えて案内をしている。 広報紙を発行しているとこ

ろでは、チラシを回覧板で

回しても特定の人しか見な

いが全戸配布することで若

い世代にも見てもらえた

り、後から見返せるという

メリットがある。 

男性の参加を促すために、そ

の人が主役になれるような役

割をつくったり、自分たちが

楽しめる内容や特技を生かせ

るようにすることが大切。 

 

参加するたびに、ポイントが貰

える「ポイント制」を取り入れ

たところ、参加意欲につながっ

た。 

サロン活動の「参加者の固定化」 

について話し合いました！ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 


